
平
成
二
十
六
年
六
月
二
日
提
出

質

問

第

一

九

二

号

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
凍
土
壁
」
の
解
凍
要
件
及
び
撤
退
要
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美

192



福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
凍
土
壁
」
の
解
凍
要
件
及
び
撤
退
要
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

汚
染
水
問
題
の
早
急
な
完
全
解
決
は
、
日
本
の
政
府
と
国
民
が
世
界
に
負
っ
た
責
務
で
あ
る
。

原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
三
日
、
「
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
汚
染
水

問
題
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
な
か
で
、
「
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
は
、
国
が
前
面
に
出
て
、
適
切
に
進
展
す
る
よ
う
工
程
の
内

容
と
進
捗
の
確
認
を
行
う
。
そ
の
際
、
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
な
ど
に
お
け
る
専
門
的
知
見
を
活
用
し
て
、
潜
在
的
な
リ
ス

ク
を
洗
い
出
し
、
不
断
に
具
体
的
な
予
防
対
応
や
緊
急
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
各
対
策
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
作
業
工
程
の
精
査
や
、
技
術
の
応
用
・
転
用
等
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
、
可
能
な
限
り
、
前
倒
し
を
図
る
。
」
と

し
、
「
技
術
的
難
易
度
が
高
く
、
国
が
前
面
に
た
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
財
政
措
置
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
、
凍
土
方
式
の
陸
側
遮
水
壁
の
構
築
及
び
よ
り
高
性
能
な
多
核
種
除
去
装
置
の
実
現
に
つ
い
て
、
事
業
費
全
体
を
国
が

措
置
す
る
。
ま
ず
は
予
備
費
を
活
用
し
て
、
事
業
開
始
を
促
す
」
と
述
べ
て
、
「
汚
染
源
で
あ
る
高
濃
度
汚
染
水
（
注：

建
屋

内
に
存
在
す
る
燃
料
デ
ブ
リ
を
冷
却
し
た
水：

同
本
部
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
の
追
加
対
策
）
に
新
た
な
地
下
水
が
混

ざ
っ
て
汚
染
水
が
増
え
る
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
、
（
略
）
原
子
炉
建
屋
の
周
り
を
囲
む
凍
土
方
式
の
陸
側
遮
水
壁
を
設

置
」
し
、
「
平
成
二
十
六
年
度
中
を
目
途
に
運
用
開
始
」
し
、
「
建
屋
地
下
内
に
滞
留
す
る
汚
染
水
を
完
全
に
除
去
（
ド
ラ
イ

一



ア
ッ
プ
）
す
る
た
め
、
建
屋
の
止
水
（
注：

地
下
水
が
流
入
す
る
建
屋
の
隙
間
等
を
塞
ぐ
こ
と
）
等
」
の
対
策
を
実
施
す
る
と

し
て
い
る
。

茂
木
経
済
産
業
大
臣
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
お
い
て
、
馬
淵
澄
夫
議
員
が
、
粘
土

壁
等
の
恒
久
的
な
「
第
二
壁
の
検
討
を
同
時
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
の

汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
報
告
に
「
格
納
容
器
の
補
修
が
完
了
し
、
建
屋
内
の
汚
染
水
が
完
全
に
取
り
除
か
れ
、
建
屋
内
の
除

染
が
完
了
し
た
時
期
（
平
成
三
十
二
年
頃
を
予
定
）
に
は
、
比
較
的
高
い
遮
水
能
力
を
持
ち
、
維
持
・
管
理
が
比
較
的
容
易
な

粘
土
に
よ
る
遮
水
壁
へ
と
入
れ
替
え
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
べ
き
」
（
同
三
十
五
ペ
ー
ジ
）
と
の
箇
所
を
引
用
し
、
「
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
、
効
果
が
現
れ
な
い
場
合
に
は
、
粘
土
方
式
で
ど
こ
か
で
切
り
替
え
る
」

（
茂
木
経
産
大
臣
発
言
）
、
「
（
凍
土
壁
が
、
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
明
し
た
と
き
は
、
凍
土
壁
を
内
側
に
し
て
取
り
巻
く
「
第

二
壁
」
を
）
や
り
ま
せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
に
お
い
て
、
東
京
電
力
は
、
凍
土
遮
水
壁
の
事
業
期
間
は
「
建

屋
内
止
水
処
理
が
完
了
す
る
約
七
年
後
ま
で
と
し
、
建
屋
内
止
水
処
理
の
完
了
後
は
、
速
や
か
に
凍
土
を
解
凍
す
る
」
（
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
第
十
九
回
資
料
（
凍
土
方
式
遮
水
壁
の
概
要
に
つ
い
て
（
参
考
資
料
）
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

二



し
、
更
田
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
が
、
第
二
十
一
回
検
討
会
（
平
成
二
十
六
年
五
月
二
日
）
に
、
「
止
水
が
、
い
つ
ま
で

経
っ
て
も
で
き
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
時
は
何
ら
か
の
撤
退
を
考
え
る
と
、
そ
う
い
う
意
味
で
す
か
」
と
の
質
問
に
、
松
本
純
東

京
電
力
原
子
力
立
地
本
部
福
島
第
一
対
策
部
長
は
、
「
指
摘
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。

そ
こ
で
、
凍
土
壁
の
解
凍
要
件
、
撤
退
要
件
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

経
済
産
業
省
は
、
凍
土
壁
は
、
仮
設
構
造
物
で
あ
る
と
の
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

二

第
二
十
一
回
原
子
力
規
制
委
員
会
特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
（
平
成
二
十
六
年
五
月
二
日
）
に
お
い
て
、
更

田
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
は
、
「
凍
土
方
式
は
、
恒
久
的
対
策
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
期
間
遮
水
す
る
と
い
う
性
質
の
も

の
で
あ
る
こ
と
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
凍
土
壁
は
仮
設
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
凍
土
壁
が
完
璧
に
機
能

し
た
と
し
て
も
、
い
つ
か
は
解
凍
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
解
凍
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
別
途
、
恒
久
的
遮
水
工
事
が

完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
電
力
は
、
同
検
討
会
で
、
「
凍
土
壁
の
完
了
要
件
は
、
建
屋
内
の
止
水
で
あ
る
」

と
答
弁
し
て
い
る
。
「
凍
土
壁
の
完
了
要
件
は
、
建
屋
内
の
止
水
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
識

も
同
一
か
。

三

「
凍
土
壁
の
完
了
要
件
は
、
建
屋
内
の
止
水
で
あ
る
」
と
き
、
経
済
産
業
省
で
は
、
そ
の
「
建
屋
内
の
止
水
」
と
し
て
、

三



ど
の
よ
う
な
工
事
を
検
討
・
予
定
し
て
い
た
か
。
そ
の
検
討
は
、
ど
こ
で
、
何
時
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
き
た
、

あ
る
い
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
そ
の
際
、
「
建
屋
内
の
止
水
」
は
、
仮
設
的
な
工
事
で
は
な

く
、
恒
久
的
な
工
事
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
。

四

第
十
九
回
原
子
力
規
制
委
員
会
特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）
の
資
料
�－

�
「
凍
土
方
式
遮
水
壁
の
概
要
に
つ
い
て
」
七
頁
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
四
月
過
ぎ
か
ら
平
成

三
十
二
年
度
ま
で
の
間
、
「
維
持
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
維
持
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
業
を
指
し

て
い
る
の
か
。
そ
こ
に
は
、
「
汚
染
水
の
完
全
な
除
去
（
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
）
」
や
「
建
屋
内
の
止
水
」
等
は
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。
そ
れ
と
も
、
「
汚
染
水
の
完
全
な
除
去
（
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
）
」
や
「
建
屋
内
の
止
水
」
等
は
別
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
管

理
さ
れ
る
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
詳
細
を
示
さ
れ
た
い
。

五

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
の
経
済
産
業
委
員
会
に
お
い
て
、
茂
木
経
済
産
業
大
臣
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
に

提
出
さ
れ
た
汚
染
水
処
理
検
討
委
員
会
報
告
書
の
「
約
七
年
間
で
建
屋
内
止
水
を
完
了
さ
せ
る
」
と
の
部
分
を
引
用
し
て
答

弁
し
て
い
る
が
、
約
七
年
間
で
「
建
屋
内
の
止
水
」
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
根
拠
は
何
か
。
更
田
委
員
も
、
前
記

第
十
九
回
及
び
第
二
十
一
回
検
討
会
で
、
「
極
め
て
困
難
と
予
想
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
の
機
関
・
委
員
会

四



で
、
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
、
「
建
屋
内
の
止
水
」
の
方
策
お
よ
び
そ
の
困
難
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討

し
て
い
た
の
か
。
検
討
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
で
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
検
討
さ
れ
た
の
か
、
具

体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。

六

「
建
屋
内
の
止
水
」
の
方
策
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
が
民
間
に
委
託
し
て
検
討
し
て
い
る
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す

れ
ば
、
委
託
契
約
時
、
委
託
先
、
委
託
事
項
、
委
託
金
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
建
屋
内
の
止
水
」
の
た
め
に
必
要
な
工
程
・
作
業
、
そ
の
困
難
性
に
つ
い
て

�

経
済
産
業
省
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
「
建
屋
内
の
止
水
」
の
た
め
に
必
要
な
工
程
・
作
業
、
そ
の
困
難
性
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。

�

損
傷
し
た
原
子
炉
圧
力
容
器
、
一
次
格
納
容
器
、
二
次
格
納
容
器
（
原
子
炉
建
屋
）
は
数
百
カ
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
穴

が
開
き
、
水
漏
れ
状
態
が
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
状
態
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

�

タ
ー
ビ
ン
建
屋
、
廃
棄
物
処
理
建
屋
、
原
子
炉
建
屋
内
部
に
は
、
突
起
と
凹
み
だ
ら
け
の
数
十
の
小
部
屋
、
大
部
屋
が

あ
り
、
壁
面
と
床
面
、
配
管
ま
わ
り
に
は
ひ
び
割
れ
や
穴
が
多
数
存
し
、
か
つ
、
著
し
く
高
い
密
度
の
放
射
性
物
質
を
含

ん
だ
ヘ
ド
ロ
等
が
付
着
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
状
態
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。五



�

損
傷
燃
料
デ
ブ
リ
を
含
む
、
原
子
炉
建
屋
底
部
の
状
態
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
「
建
屋
内
の
止
水
」
工
事
に
つ
い
て
は

作
業
量
や
困
難
性
を
算
出
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
政
府
が
「
約
七
年
間
で
建
屋
内
止
水

を
完
了
さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
の
は
、
損
傷
燃
料
デ
ブ
リ
を
含
む
、
原
子
炉
建
屋
底
部
の
状
態
に
つ
い
て
、
政
府
が
正
確

に
把
握
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
て
よ
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
原
子
炉
建
屋
底
部
の
状
態
に
つ
い
て
公
開
さ
れ
た
い
。

�

「
建
屋
内
の
止
水
」
に
つ
い
て
は
、
作
業
現
場
の
放
射
線
レ
ベ
ル
が
極
め
て
高
い
。
政
府
は
、
人
的
作
業
で
の
止
水
工

事
は
可
能
と
い
う
認
識
か
。
人
的
作
業
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。
検
討
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
で
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
検
討
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。

八

も
し
、
建
屋
内
の
止
水
が
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
、
た
と
え
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
を
完
了
し
て
い
た
と
し
て
も
、
凍
土
壁
を
解

凍
す
れ
ば
ま
た
建
屋
内
に
地
下
水
が
入
る
こ
と
に
な
り
、
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
止
水
が
完
了
で
き
て

い
な
い
ま
ま
凍
土
壁
を
解
凍
す
る
に
は
、
凍
土
壁
に
代
わ
る
、
恒
久
的
な
遮
水
壁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
経
済
産
業
省
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

九

凍
土
壁
設
置
後
、
い
か
な
る
状
態
を
も
っ
て
、
「
止
水
が
完
了
し
た
」
と
評
価
す
る
の
か
、
経
済
産
業
省
の
認
識
を
回
答

さ
れ
た
い
。

六



一
〇

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
の
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
報
告
に
お
け
る
「
格
納
容
器
の
補
修
が
完
了
し
、
建
屋
内
の

汚
染
水
が
完
全
に
取
り
除
か
れ
、
建
屋
内
の
除
染
が
完
了
し
た
」
状
態
と
、
「
建
屋
の
止
水
」
が
完
了
さ
れ
た
状
態
と
は
同

じ
こ
と
を
指
す
の
か
。

一
一

前
記
資
料
「
凍
土
方
式
遮
水
壁
の
概
要
に
つ
い
て
」
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
六
年
間

を
「
維
持
」
期
間
と
し
て
い
る
が
、
止
水
が
完
了
し
な
い
場
合
、
い
つ
ま
で
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の

か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

一
二

茂
木
経
産
業
大
臣
発
言
に
お
け
る
「
効
果
が
現
れ
な
い
場
合
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
「
効
果
が
現
れ
な
い
」
と
い
う
判
断
は
、
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
う
の
か
。

一
三

凍
土
壁
か
ら
の
撤
退
判
断
は
、
政
府
が
行
う
の
か
、
あ
る
い
は
、
東
京
電
力
が
行
う
の
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


